
新
規

継
続 —具体的な取組内容－

■ □

ミニFM局を開局。住民がつくる住民発信のラジオとして、FM電波とネットラジオ、Podcastといった様々な形式で
視聴できるようにする。
また、様々な世代の住民に関わってもらうことで、地域活動のきっかけにしてもらう。

■ □

包括が持つ法律専門職ネットワークを、医療分野と共有を行う。
具体的な施策はコロナ禍の沈静後となる見通しだが、医師会向けに後見制度勉強会を開催し、対象となる方の
円滑な制度活用に向け、在宅医療相談室と連携したきっかけ作りから取組を進める。

□ ■

従来、地域福祉保健計画の周知の場としていた仏向フェスタの開催可否が不透明なため、各団体や部門がそれ
ぞれ行う事業等で周知を進める。
上記にあたり、ほっとなまちづくり委員会の中で、計画の趣旨共有に向けた検討を進めていく。

■ □

精神障がい者アウトリーチチームの活動に際し、社会資源として継続的に活用していけるよう、区職員と協議を
引き続き行うと共に、区内他包括への情報共有等も共同して進める。

□ ■

高齢者部門だけではなく、精神等障がい者も含めた世帯全体の支援が必要なケースを地域ケア会議で取り上
げ、多問題世帯支援のための連携と地域づくりに取り組む。
そのために自立支援協議会内精神.netの中で、参加機関に地域ケア会議へのケース提案を依頼し、それをテー
マとした個別ケース地域ケア会議を実施する。

令和３年度 仏向地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
　若年層の流入が一定数あり、地区全体の高齢化率が区平均より低く、64歳までの世代人口が増加傾向に
あります。一方で、エリア内の高低差が80m近くあり、かつ公共交通機関が少ないため、ケアプラザや商店の
ある駅前への移動には特に高齢者層を中心として困難が伴います。加えて、自治会や地区社協の今後の継
続に向けた担い手確保が課題として挙げられます。
　上記状況において、移動手段の喪失や身体機能の低下による引きこもり予防を目的とした、買物支援やケ
アプラザ以外での活動の場の創出や、出張相談支援等に継続的に取り組んで行く必要があります。また、地
域福祉保健計画を活用した多世代交流にも取り組んで行きます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

生活支援コーディネーター及び地域活動交流コー
ディネーターとの日頃からの情報共有・協力体制が
構築を行います。

看護師、主任介護支援専門員、社会福祉士各1名

居宅介護支援事業

医療や障がい支援部門と連携し、専門職として提供
するサービス（＝ケアマネジメント）の水準を担保して
いきます。また、実習生の受け入れを積極的に行い、
将来的な高齢化に備えた後進の育成も行います。
最後に、一層の地域貢献のため、指定管理部門と連
携して情報収集とニーズ把握を進め、新たな地域資
源開発に取り組みます。

主任介護支援専門員1名、介護支援専門員3名

令和３年度仏向地域ケアプラザ事業計画書（施設運営、介護保険事業）

居宅介護支援事業所の選択にあたり、区の作成する
居宅介護支援事業所空き情報一覧を使用し、利用者
やその家族による主体的な選択を支援します。
また、居宅介護支援事業所の契約の際には、今年度
の介護保険法の改正に則り、利用事業所の割合を
契約時等に提示すると共に、自法人に偏ったサービ
ス提供を行わない旨を伝え、必ず複数の事業所を案
内します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

全職員を対象に年1回以上「個人情報保護」に関する
研修を実施。個人情報が含まれる書類のやり取り
は、手渡しもしくは郵送のみとし、FAXでのやり取りを
禁止しています。
また事故防止については、法定点検実施を遵守して
予防に取り組むと共に、発生時（ヒヤリハット含）に
は、再発防止策を検討の上、全職員への共有と防止
策実行を徹底していきます。



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,631,871 16,631,871 16,631,871 横浜市より

130,000 130,000 130,000

53,000 0 53,000 0 53,000

3,000 3,000 3,000

47,000 47,000 47,000

3,000 3,000 3,000

4,400,169 4,400,169 4,400,169

21,215,040 0 21,215,040 0 21,215,040

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,555,775 0 11,555,775 0 11,555,775

8,290,590 8,290,590 8,290,590

839,685 839,685 839,685

2,254,560 2,254,560 2,254,560

53,130 53,130 53,130

83,160 83,160 83,160 ハマふれんど

28,875 28,875 28,875

5,775 5,775 5,775

2,612,000 0 2,612,000 0 2,612,000

50,000 50,000 50,000

1,358,000 1,358,000 1,358,000

0 0 0

200,000 200,000 200,000

300,000 300,000 300,000

10,000 0 10,000 0 10,000

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 10,000 10,000 10,000

その他 0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

4,000 4,000 4,000

0 0 0

0 0 0

10,000 10,000 10,000

580,000 580,000 580,000

264,000 0 264,000 0 264,000

0 0 0
予算：指定額（R3年度予算から運営協議会費
は事務費に移管）

264,000 264,000 264,000

0 0 0

9,759,000 0 9,759,000 0 9,759,000

2,785,000 2,785,000 2,785,000

6,376,000 6,376,000 6,376,000

100,000 100,000 100,000

198,000 0 198,000 0 198,000

空調衛⽣設備保守 57,000 57,000 57,000

消防設備保守 41,000 41,000 41,000

電気設備保守 78,000 78,000 78,000

害⾍駆除清掃保守 22,000 22,000 22,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 0 0 0

0 0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

905,040 0 905,040 0 905,040

0 0 0

905,040 905,040 905,040

0 0 0

0 0 0

0 0

25,569,815 0 25,569,815 0 25,569,815

△ 4,354,775 0 △ 4,354,775 0 △ 4,354,775

130,000 0 130,000 0 130,000

264,000 0 264,000 0 264,000

△ 134,000 0 △ 134,000 0 △ 134,000

47,000 0 47,000 0 47,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,000 0 10,000 0 10,000 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

37,000 0 37,000 0 37,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

 運営協議会経費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和３年度　「仏向地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,108,000 29,108,000 29,108,000 横浜市より
151,000 151,000 151,000 横浜市より

5,789,000 5,789,000 5,789,000 横浜市より
0 0 0

0 0 0

0 2,035,000 2,035,000

500 0 500 0 500

500 500 500

0 0 0

0 0 0

2,035,000 2,035,000 2,035,000

37,083,500 0 37,083,500 0 37,083,500

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,212,210 0 26,212,210 0 26,212,210
13,762,061 13,762,061 13,762,061
3,396,915 3,396,915 3,396,915
8,241,098 8,241,098 8,241,098

36,442 36,442 36,442
419,083 419,083 419,083 ハマふれんど

174,401 174,401 174,401
182,210 182,210 182,210

1,907,000 0 1,907,000 0 1,907,000
40,000 40,000 40,000

1,303,000 1,303,000 1,303,000
0 0 0

120,000 120,000 120,000
230,000 230,000 230,000

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
100,000 100,000 100,000

0 0 0
0 0 0
0 0 0

4,000 4,000 4,000
0 0 0
0 0 0

10,000 10,000 10,000
100,000 100,000 100,000

1,190,000 0 1,190,000 0 1,190,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
151,000 151,000 151,000
309,000 309,000 309,000 予算：指定額

0 0 0
2,724,000 0 2,724,000 0 2,724,000

718,300 718,300 718,300
1,775,000 1,775,000 1,775,000

27,000 27,000 27,000
203,700 0 203,700 0 203,700

空調衛⽣設備保守 151,000 151,000 151,000
消防設備保守 11,000 11,000 11,000
電気設備保守 21,000 21,000 21,000
害⾍駆除清掃保守 5,700 5,700 5,700
駐⾞場設備保全費 0 0 0
その他保全費 15,000 15,000 15,000

0 0 0

0 0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

32,159,210 0 32,159,210 0 32,159,210
4,924,290 0 4,924,290 0 4,924,290

0 0 0 0 0
560,000 0 560,000 0 560,000

△ 560,000 0 △ 560,000 0 △ 560,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和３年度　「仏向地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 0 9,600 9,600 25,639 25,639 103,887 103,887 7,421 7,421

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 9,600 0 9,600 25,639 0 25,639 103,887 0 103,887 7,421 0 7,421

0 0 0 0 18,554 18,554 66,552 66,552 0

0 0 0 0 1,440 1,440 13,169 13,169 0

0 0 0 0 69 69 5,543 5,543 0

0 0 0 0 521 521 730 730 0

0 0 6,252 0 6,252 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 6,252 6,252 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 6,252 0 6,252 20,584 0 20,584 85,994 0 85,994 0 0 0

0 0 0 3,348 0 3,348 5,055 0 5,055 17,893 0 17,893 7,421 0 7,421

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和３年度　地域ケアプラザ収支予算書＜介護保険事業分＞

施設名：仏向地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



仏向地域ケアプラザ

1 お部屋の開放 平成18年度
１：地域活動交
流事業

子育て中の親子の居場所をつくることで、
子供同士、または親同士の交流を図るこ
とを目的に開催する。

出入り自由、プログラム無しの気軽に立ち
寄れる親子の居場所、交流の場として開
放。ケアプラザの自主事業終了後や育児
相談後に実施する。令和３年4-6月は感
染症予防のため中止

2 どんぐリング 平成18年度
１：地域活動交
流事業

子育て中の親子を対象にコミュニケーショ
ン作りの支援と、親または子供同士の交
流を図ることを目的に開催する。

・保育ボランティアかるがもキッズを講師
に実施。季節の行事や親子で遊べる手遊
びや工作を参加者親子と共に楽しむ。
・年12回。毎月第3火曜日　10：00～11：30
令和３年4-6月は感染症予防のため中止

3 大きなお絵かきをしよう 平成18年度
１：地域活動交
流事業

仏向地域の子供達を対象に、普段できな
い大きな窓ガラスに自由な発想で「お絵か
き」を楽しんでもらうことで、室内で遊ぶ場
の少ない地域で親子の居場所として実
施。

・会　 場 ：  エントランスホール
・実施日 ：　開館日　9時～17時
令和３年4-6月は感染症予防のため中止

4 障がい者施設自主製品販売 平成20年度
１：地域活動交
流事業

障がい者施設の自主製品販売の支援を
するとともに地域の方々との交流を目的
に実施。

・子育て支援事業の終了時や地域の方々
が多数集まる事業で実施。
令和３年4-6月は感染症予防のため中止

5 囲碁・将棋クラブ 平成20年度
１：地域活動交
流事業

同じ趣味をもつ男性高齢者の地域交流の
場として実施。夏休みなど学校の長期休
暇の時は小学生と交流する。

・毎週火曜日　13：00～17：00
    月末最終週のみ月曜日
・活動内容：初心者から上級者まで気軽
に楽しむ囲碁と将棋のクラブ。
令和３年4-6月は感染症予防のため中
止。

6 わんあっぷ教室 平成27年度
１：地域活動交
流事業

子育てが大変と感じている親子を対象に
ミュージックケアを行い五感を刺激するこ
とで子供の発達を促す。また子供への正
しい関わり方を親に理解してもらうことで、
その後の生活においても子育てに対する
悩みを軽減することを目的とする。

・対象：子育てが大変・・・育てにくさなど感
じているお母さん（お父さん）とそのお子さ
ん（未就園児）
・毎月第3金曜日　10：30～11：30
４月～６月：コロナウイルスの影響で中
止。

7
ボランティア
交流会

平成24年度
１：地域活動交
流事業

ボランティア登録をして定期的に活動して
くださっているボランティアさんに感謝の
意をお伝えするとともに、活動内容が違い
交流する機会の少ないボランティア同士
の交流を深める。
また今後もボランティア活動を継続してい
ただけるように実施。

・年1回 令和３年度は秋以降を予定
・対　象：仏向地域ケアプラザエリアでボラ
ンティア活動を積極的に行っている団体ま
たは個人。

8
語りべと歩くまち
「仏向の畑めぐり」

平成２７年度
１：地域活動交
流事業

ウォーキングをしながらまちの魅力を再発
見するとともに、地域の方々との交流を図
る。
高齢者の見守りボランティアを募集し運営
にも携わっていただき、街の担い手育成も
同時に行う。

・年1回　令和３年度は秋以降を予定
・対象者：2時間のウォーキングが可能な
方。高齢者の見守りボランティアできる
方。

9 仏向農園 平成28年度
７共催（１と２と
３）

高齢者の引きこもり防止に仏向ケアプラ
ザの周辺にある畑を利用して野菜作りを
実施。
収穫した作物を利用して地域交流を促進
する。令和３年度は主に子育て事業イベ
ント向けに野菜作りを実施。

・年15回程度　（苗植え、雑草取り、収穫）
・場所：仏向原ふれあい公園内借用畑

10 仏向ミュージックカフェ 平成24年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

地域住民へ多人数で歌を歌う機会の提供
と交流の場として定期的な開催を続ける。
また、二次予防対象者把握の場としても
活用する。

・年11回　毎月第3土曜日
14：00～15：30　（8月お休み）

11 仏向レコードカフェ 平成24年度
　７：共催（１と２
と３）

地域の方々がほっと一息つける居場所を
つくり、地域の方々の交流を図ることを目
的に実施。高齢者、精神障がい者、認知
症の方々が主に参加している。ボランティ
アの協力を得て実施。

・年12回　毎月第4土曜日
13：30～15：30

令和３年度　自主事業計画書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

12 ぽ・て・と クラブ 平成27年度
　７：共催（１と２
と３）

主目的を認知症予防に繋がる閉じこもり
予防に設定。「自分は認知症ではない」と
思っている方にも参加頂けるよう、名称か
ら「認知症カフェ」の文言を落として開催
し、幅広い参加に繋げる。

年6回　偶数月　キャラバンメイトと共催。
４月～６月：コロナウイルスの影響で中止

13 仏向ふくろう文庫 平成27年度
１：地域活動交
流事業

本の貸し出しコーナーを設けることで、仏
向地域ケアプラザを身近な存在に感じて
いただき、広く仏向地域の方に来館してい
ただくことを目的に実施。
情報発信コーナーの隣に設置し、本の貸
し借りだけにとどまらず、仏向地域ケアプ
ラザからの情報発信の場としても活用す
る。

場　所：ケアプラザ受付と掲示板の間
日　時：開館日　9：00～21：00

14
【生涯学習】
ボールペン字講座

平成27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

「生涯学習」と銘打ち、継続的に講座を開
くことで、現時点では介護サービスを必要
としていない地域の高齢者の参加を促
す。この講座は、「ボールペン字」という日
常生活に密接に結び付く部分をテーマと
して扱い、「介護」色を薄めることでこれま
でケアプラザの事業に参加してこなかった
方の参加を狙います。これによって、引き
こもりを予防し、認知症等の介護が必要
になる状態への進行の予防を目指す。

年11回　毎月第2水曜日　13：30～15：00
（8月はお休み）
４月～６月：コロナウイルスの影響で中止

15 ペタンクの会 令和元年度
１：地域活動交
流事業

高齢者でも無理なく楽しめる室内スポーツ
（ペタンク）を通して交流の場の提供と仲
間づくりを目的に実施。

年12回　毎月第3月曜日　13：00～15：00

16
親子でリズム
遊び

平成28年度
１：地域活動交
流事業

未就園児とその親を対象にリズム遊びを
通して、
親子のスキンシップを図ると共に参加者
同士の交流を促す。
また、心地よい音楽に合わせリズムをとる
ことで親子共々、リラックスでき、リフレッ
シュの場として実施。

年2回
①10：30～11：30（1歳～3歳児とその親）
②13：00～14：00（1か月～1歳児とその
親）

17 仏向ほっとなまちづくり懇談会 平成29年度
　７：共催（１と２
と３）

仏向地区で活動中の各種委員・団体・施
設などの顔の見える関係づくり。また、今
年度はお互いの活動をより知って頂く事
を念頭においた仕掛けを実施。地区内の
連携強化に向けて、お互いに協力出来る
所や共通の困り事などを洗い出し、今後
の仏向ほっとなまちづくりの活動に反映さ
せていく。

・年1回
・仏向地区社会福祉協議会、保土ヶ谷区
役所、保土ケ谷区社会福祉協議会と共催

18 森のコーラス隊 平成30年度
１：地域活動交
流事業

地域の方々と仏向地域にある障がい者施
設、たっちほどがやの障がい者の方々と
一緒に、合唱を楽しむ。地域においてコー
ラス発表ができるボランティア活動サーク
ルを目指す。趣味の会にとどまらず、地域
における障がいの理解とボランティア育成
を目的に実施。

・年11回　毎月第2金曜日
10：30～12：00（8月お休み）
・会場　偶数月　仏向地域ケアプラザ
　　　　　奇数月　たっちほどがや
令和３年４月～６月：コロナウイルスの影
響で中止

19 やさい収穫祭 平成29年度
１：地域活動交
流事業

障がい者とその家族と地域の方々の交流
の場を設け、お互いの理解をより深める。
自然に障がい児・者と地域の方々が暮ら
せるまちづくりを目指し実施します。
子育て中の親子にも参加を呼びかけ多世
代交流を目指す。

・年1回

20 公園であそぼう！ 平成29年度
１：地域活動交
流事業

乳幼児の親子の外遊びが減っている
昨今、外遊びの大切さや楽しさを
地域の親子に伝える。
　また地域に出向いて、子育て支援を
してくださる方の発掘と育成を目的に
行う。
また仏向地域ケアプラザの子育て支援事
業についての情報発信の場として、
情報収集の場として活用する。

年1回
会場：仏向原ふれあい公園
共催：仏向地区社会福祉協議会
　　　　子育て支援連絡会



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

21
幼稚園ママに
幼稚園のことを
聞いちゃおう！

平成30年度
１：地域活動交
流事業

幼稚園選びに悩んでいるお母さんに向け
て幼稚園に在園中のママが「ママ目線」で
幼稚園を選んだ決め手や保護者の集まり
はどのくらいあるのかなど疑問を直接聞く
場を設け、子育て中のママの交流と情報
交換を目的に実施する。

年1回　5月28日　10：00～11：00
共催：保土ケ谷区地域子育て支援拠点
こっころ

22
館内利用団体
交流会

平成28年度
１：地域活動交
流事業

館内利用団体を対象に、団体同士の親睦
を図り仏向地域ケアプラザの社会資源を
広げていくことを目的に開催。 年1回　令和３年度は秋以降を予定

23
理学療法士から学ぶ、元気な
足、腰作り介護予防講座

令和２年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

仏向地域は、山坂あり、高齢者がロコモ
関連疾患になると閉じこもり傾向になりが
ち。介護予防の観点で、運動の必要性を
学ぶ。

地区水道山自治会対象
会場：水道山町内会館
年１回

24
サマー
ボランティア

平成20年度
１：地域活動交
流事業

中学生、高校生を対象にボランティア育成
を目的に夏休みに実施。子育て中の親子
や高齢者との世代間交流を通して地域や
福祉について実際に活動する中で学ぶ。

7月、8月夏休み期間
会場：仏向地域ケアプラザ　多目的ホー
ル
　　　　仏向地域ケアプラザ　デイサービス
共催：仏向地区社会福祉協議会

25 裁縫ボランティアの会 平成30年度
１：地域活動交
流事業

地域において、交流の場を求めている方
やボランティア活動を行いたい方を対象
に実施。
地域の方々が気軽に集まりおしゃべりを
楽しみながら雑巾づくりなどの裁縫を行い
ボランティア活動につなげていく。

年12回　毎月第３月曜日
10：00～12：00

26 出張講座 平成30年度
１：地域活動交
流事業

仏向地域ケアプラザエリアで、交通の便
が悪く、 ケアプラザで実施している自主事
業に参加することが困難な地域に出向
き、出張講習会を開催する。また地域の
情報収集、ケアプラザからの情報発信の
場として活用する

年3回　共催：各自治会や老人会
会場：仏向ケアプラザエリアの自治会館

27
仏向原ふれあい公園
協働農園

令和元年度
１：地域活動交
流事業

平成31年4月開園した仏向原ふれあい公
園にある協働農園で農作業から収穫物の
調理を通し地域の多世代交流を行う。

年４回
会場：仏向原ふれあい公園、 仏向地域ケ
アプラザ調理室、多目的ホール
共催：横浜植木株式会社

28 懐かしいそろばんで脳トレ講座 令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

再び珠算に触れ実施していくことで、脳活
性化をはかり、認知症を予防する。

地域住民
会場：仏向ケアプラザ　多目的ホール
5月29日(水）13：30～１5：00：コロナウイル
スの影響で中止

29
ガイドボランティア
講座

平成29年度
１：地域活動交
流事業

仏向地域ケアプラザでガイドボランティア
講座を開催し、地域の方々が障がいにつ
いての理解を深め、障がい児・者と関わる
ボランティア活動につながることを目的に
実施。

年１回
会場：神奈川県立保土ケ谷公園
共催：保土ケ谷区社会福祉協議会
　　　　神奈川県立保土ケ谷公園
11月27日仏向小にてミーティング実施

30 ほっとフレンズ夏 平成20年度
１：地域活動交
流事業

① 普段は、学校と家庭の往復になりがち
な障がい児に、「新たな出会いの場」「生
活経験を拡大できる場」「充実したひと時
を過ごせる活動の場」を提供する。
② 障がい児を抱えた家族のレスパイトを
図る。
③ 障がいに理解のある地域のボランティ
ア・学生ボランティアの育成を図る。
④ 関係諸学校及び団体との協力関係を
深め、区内の地域ケアプラザが、障がい
児の支援における地域ネットワークの一
員となるように継続的に努める。

８月８日（日）
共催：保土ケ谷区7ケアプラザ、保土ケ谷
区こども家庭支援課、ほどがや地域活動
ホームゆめ、神奈川県立保土ケ谷養護学
校、保土ケ谷区社会福祉協議会、ほどが
や希望の家、すみれ園



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

31 ほっとフレンズ春 平成20年度
１：地域活動交
流事業

① 普段は、学校と家庭の往復になりがち
な障がい児に、「新たな出会いの場」「生
活経験を拡大できる場」「充実したひと時
を過ごせる活動の場」を提供する。
② 障がい児を抱えた家族のレスパイトを
図る。
③ 障がいに理解のある地域のボランティ
ア・学生ボランティアの育成を図る。
④ 関係諸学校及び団体との協力関係を
深め、区内の地域ケアプラザが、障がい
児の支援における地域ネットワークの一
員となるように継続的に努める。

共催：保土ケ谷区7ケアプラザ、保土ケ谷
区こども家庭支援課、ほどがや地域活動
ホームゆめ、神奈川県立保土ケ谷養護学
校、保土ケ谷区社会福祉協議会、ほどが
や希望の家、すみれ園

32
仏向地域
ケアプラザ祭り

平成28年度
　７：共催（１と２
と３）

利用団体の発表の場として、また団体同
士の横のつながりや地域の絆を深めるこ
とを目的とする。
土曜日に開催することで普段ケアプラザ
に来られない方にも、ケアプラザの機能を
周知することを目的として開催する。仏向
地区社会福祉協議会と協力して将来、ま
ちの担い手となる若い世代の参加者が増
加するよう意識して計画している。

年1回
共催：仏向地区社会福祉協議会

33
仏向小学校
福祉教育（高齢
者疑似体験）

平成28年度５：共催（１と３）

今後、地域を支えていくことになる子ども
たちに向けて、高齢者が実際にどんな状
態で町を歩いているかを装具を着用し体
験する。この体験を通して、自分たちには
どういったことができるかを考えてもらい、
地域の福祉保健活動へとつなげる。

対象：仏向小学校児童
　　　　年1回
会場：仏向小学校
共催：保土ケ谷区社会福祉協議会
　　　　仏向地区社会福祉協議会

34
身体障害者施設
たっちほどがや「にこにこ祭」へ
の参加

平成30年度５：共催（１と３）

①地域住民や施設関係者が多数来場す
る地域施設の祭りに参加させていただき、
顔の見える関係づくりを行う。
②地域ケアプラザが身近で気軽に相談・
活動できる施設であることを周知する。
③誰もが担い手になれるという観点から
地域にある施設間の連携を深めることを
目的とする。

年1回　10月
会場：たっちほどがや

35
学齢障がい児余暇支援事業
ダンス発表・交流会

平成29年度
１：地域活動交
流事業

①岩崎地域ケアプラザ、仏向地域ケアプ
ラザ、川島地域ケアプラザで実施している
学齢障がい児余暇支援事業の参加者同
士の「新たな出会いの場」となるキッカケ
づくりと交流を目的に実施
②日頃の活動の成果を発表する場の提
供を目的とし地域住民に向けた障がい理
解の普及啓発を図る

年1回　11月
会場：岩崎地域ケアプラザ
共催：岩崎地域ケアプラザ
　　　　川島地域ケアプラザ

36 ほどがや区民まつりの参加 平成20年度
１：地域活動交
流事業

区民が多数来場する「区民まつり」に区内
全てのケアプラザの担当職員が参加する
ことで、顔の見える関係づくりを図る。
そして、ケアプラザが地域住民にとって身
近で気軽に相談・活動できる施設であるこ
とを理解していただき今後の福祉保健活
動へとつなげる。

10月：福祉保健センター１区分を使用し、
ケアプラザの周知を行う。タイトル「そうだ
ね！ケアプラザへ行こう！」～おもちゃか
ら苗木まで～としてシールアンケートを実
施する。内容は①ケアプラザを利用したこ
とはありますか？②こんな活動なら参加し
てみたい。を大項目とし、地域住民が地域
で参加できる活動を分析して、ケアプラザ
の活動にも役立てる。回答してくれた後に
苗木を配布する。

37 しめ飾り作り講座 平成28年度
１：地域活動交
流事業

地域の方々の要望が高く、年末に、お正
月に玄関先に飾るしめ縄を作成し、地域
の方々と共に季節の行事を楽しみ親睦を
図る。

年1回　12月

38
絵本読み聞か
せとわらべうた

平成28年度
１：地域活動交
流事業

保土ケ谷図書館に遠く、本に親しむ機会
をもちにくい地域性を考え、子育て中の親
子を対象に実施。絵本の読み聞かせとわ
らべうたを通して親子のふれあいと交流
の大切さを楽しみながら学ぶ。

年3回



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

39 昭和歌謡を唄おう 令和元年度５：共催（１と３）

「仏向ふらりカフェ」を実施するにあたっ
て、カフェ事業のＰＲと地域住民へ娯楽を
提供する一環として昭和歌謡を参加者で
唄う事業を開催。将来的に、登録サーク
ル等に呼びかけて、定期的に開催するこ
とで、多世代の方に対してケアプラザの周
知を目指すと同時に、サークルの発表の
場として定着させる。

毎月第2月曜日　11：00～11：30

40 ふらりカフェ 平成30年度５：共催（１と３）

仏向地域には、飲食店もなく、近隣にふら
りと立ち寄れる場所がない。目的がなくて
もふらりと立ち寄れる居場所づくりの一環
として、また、ケアプラザのPRの一環とし
て、平日の空きスペースを利用して、出入
り自由、予約なしのカフェを開設する。

毎月第2月曜日　10：00～15：00

41 仏向HEROS研修会 平成30年度
３：生活支援体
制整備事業

ボランティアグループ「仏向ＨＥＲＯＳ」が
本格稼働しました。大掛かりな案件も増え
てきた事もあり、いざというときに危険回
避することと、応急手当を含めた研修を開
催し、自衛の手段を身に付けてもらう。ま
た、広く他地区のＣＰにも声かけることで、
同じボランティアの方たちの参加を促し、
講習後、交流会を開くことで、課題共有、
問題解決の手立てとしてもらう。

毎月第１土曜日　13：30～15：00

42 音読を楽しむ会 平成30年度
３：生活支援体
制整備事業

介護予防の観点からも、注目されている
音読を楽しむ講座。体操等の身体を動か
すことに興味のない方でも気軽に参加で
きることで、同じ趣味の仲間づくりを行い、
閉じこもり予防にも繋げる。
また、個人的に楽しむこともできるが、音
読～朗読とスキルアップできれば、大人
向けの朗読ボランティアとして活動するこ
とも視野に入れる。

毎月第3金曜日　13：00～14：30

43 地域向け認知症講座 令和元年度
３生活支援体制
整備事業

認知症の方への見守りづくりを考えた時、
まずは地域の方の認識と理解が必要と考
え、専門家でかつわかりやすい内容での
講演を企画したいと考えた。また、地域の
抱えている問題は、それに携わっている
ケアマネージャーがよくわかっているた
め、地域の事例についてアドバイスしてい
ただく機会も併せて設け、地域の方とも共
有することで、地域の認知症への理解と
対応力をアップさせる。

年1回　11月開催予定

44 アフタヌーンコンサート 平成30年度
１：地域活動交
流事業

世代を超えた地域住民同士の交流を目
的に実施する。仏向地域ケアプラザから
送迎車を出し、ケアプラザから遠く、日ご
ろケアプラザに来ることができない高齢者
も事業に参加できることを目的に行う。

年1回　２月開催予定

45 健康講座 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

市民病院の医師との協力のもとに健康講
座を開催（テーマは検討中）。 仏向地区対象

会場：仏向町内会館
年１回　10月予定
保健活動推進員との共催事業

46
支え合い運転ボランティア養成
講座

令和元年度
３：生活支援体
制整備事業

地区社協を中心として、移動支援が実施
されている中で、一番の問題は運転ボラ
ンティアの確保と質の向上である。特に確
保については、定年退職後の男性のボラ
ンティア活動へのきっかけになる可能性
が高く、講座という形をとることで、お一人
でも参加しやすいと考える。

年1回　11月開催予定

47 介護予防リーダー研修 平成2７年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

きらりに認定された活動グループを中心
に、そのリーダーと地域活動グループで
中心的役割を担っている民生委員を中心
に介護予防のリーダー研修を実施する
（理学療法士の導入）。

きらりシニア塾に認定されている活動グ
ループのリーダー
会場：仏向ケアプラザ多目的ホール
年１回



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

48 いきいき運転講座 令和元年度
３生活支援体制
整備事業

世間的に問題になっている高齢者の運
転。いつまでも安心安全に運転を続けら
れる為の講座を実施する。

DVDを見ながらグループワーク
認知機能の計測
協力：保土ケ谷警察交通課、運転免許セ
ンター
年1回　3月開催予定

49 出張講座 令和元年度
３生活支援体制
整備事業

仏向地域ケアプラザで展開している「音
読」「パソコン講座」を地域でも展開。介護
予防、ＩＣＴの普及につなげる。

年2回程度自治会館・町内会館に出張し
て実施予定。

50 作って覚えるパソコン講座 令和元年度
３生活支援体制
整備事業

超入門PC講座のステップアップ講座。パ
ソコンを生活の中で活用する方法を学
び、パソコンを身近なものとしてとらえ、将
来的にICT化に対応する力をつける。

毎月第2火曜日10：00～11：30
月に1回テーマを決め、実用的なノウハウ
を身に着けてもらう。

51
橘中学校
福祉教育（高齢
者疑似体験）

平成26年度５：共催（１と３）

今後、地域を支えていくことになる子ども
たちに向けて、高齢者が実際にどんな状
態で町を歩いているかを装具を着用し体
験する。この体験を通して、自分たちには
どういったことができるかを考えてもらい、
地域の福祉保健活動へとつなげる。

対象：橘中学１年生の希望者
会場：橘中学校
共催：保土ケ谷区社会福祉協議会
　　　　仏向地区社会福祉協議会

52 介護予防体操体験会 令和２年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

地域会場に派遣している体操講師の交代
に伴い、地域の体操ボランティア導入にお
いて、必要とする地域リーダーを集めて体
操体験会を実施する。

地域会場に介護予防体操のボランティア
体験会
対象：睦が丘、水道山、いきいきシニア体
操、星ヶ丘自治会

53 父親育児支援講座 令和2年度
１：地域活動交
流事業

父親が積極的に子育てに参加し、地域の
つながりの場を作るきっかけイベントとし
て開催。こども青少年局の父親育児支援
講座開催支援事業を活用して開催。

講師：ＮＰＯ法人全日本育児普及協会

54
「仏向ふみ友クラブpresents実
用ペン習字体験講座」

令和2年度 ５：共催（１と３）

コロナ禍で外出の機会が減った中、デジタ
ルツールでの交流が盛んになったが、デ
ジタルを使えない高齢者が、昔ながらの
手紙を通しての交流で新たなつながりを
生むきっかけにする。

9月30日（水）13：30～15：00（全1回）
講師：髙久　美穂

55 クリスマスとお正月の寄せ植え 令和2年度
１：地域活動交
流事業

コロナ禍で３密を避けて交流が可能な地
元の花材を使った寄せ植え講座を行い、
地域の方々の「様子を知る事、玄関先に
飾ることで防犯にもつなげる。

12月
多目的ホール　ウッドデッキ

56
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

令和2年度 ５：共催（１と３）

ケアプラザを中心にボランティア活動をす
でに実施している対象者と、これからボラ
ンティア活動を考えている対象者に向け
たボランティアポイントの登録研修会

年1回　9月開催予定

57 スリーA認知症予防講座 令和２年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

地域活動グループのリーダー対象に脳の
活性化で認知症の発病や進行を遅らせる
ことを目指す取り組みを学び、地域活動
に活かせるよう実践に繋げる。

年2回　4月実施予定

59 スマホ教室 令和３年度
１：地域活動交
流事業

地域の高齢者を対象に初心者向けの安
全に使用出来るような基本編の講座を開
催。

７月６日（火）13：30-14：30　iphone
７月9日（金）13:30-14:30 アンドロイド

60 みんなで楽しむ布ぞうり 令和３年度
１：地域活動交
流事業

子育て世代に素足に優しい布ぞうりの作
り方講座を開催。地域の方々と一緒に手
作りを楽しみ、親睦を図る。 年１回

61 おとなのための朗読劇 令和３年度
１：地域活動交
流事業

たのしい朗読ひまわりの会による大人の
ための朗読劇を実施。サークルの活動の
場の提供、地域の方々に朗読劇の楽しみ
を伝える

10月４日（月）午後



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

62 区民ギャラリー活動展示 令和３年度
１：地域活動交
流事業

保土ケ谷区役所１階、区民ギャラリーを借
りてサークル、デイサービスの活動成果
展示を行う。サークル活動を地域の方々
に周知するとともに日頃の作品発表の場
の提供。

８月４日（水）～８月14日（土）




